
                               

                                       
 

平成 20 年 7月 15 日 

 

各      位 
 

会 社 名  株 式 会 社 ト ー セ 

代表者名  代表取締役社長 齋藤 茂 

（コード番号 4728 東証・大証第 1部） 

問合わせ先  執行役員経営管理本部長 渡辺 康人 

（TEL． 075－342－2525） 

 
業績予想の修正及び平成２０年８月期第３四半期における 

特別損失の計上に関するお知らせ 
 
 

 当社は、平成 20 年 8月期第 3四半期において特別損失を計上するとともに、最近の業績の動向を踏ま

え平成 19年 10 月 12 日に公表いたしました平成 20年 8月期（平成 19 年 9月 1日～平成 20 年 8月 31 日）

の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 
記 

 
１．平成 20 年 8 月期通期の業績予想数値の修正（平成 19 年 9月 1日～平成 20 年 8 月 31 日） 
 （１）連結業績 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 6,263 653 774 400 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 6,044 723 787 368 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △219 70 13 △32 

増 減 率            （％） △3.5 10.8 1.7 △8.1 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年 8 月期） 

5,622 809 922 392 

 
 （２）単体業績 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 5,426 740 830 456 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 5,570 819 875 175 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 144 79 45 △281 

増 減 率            （％） 2.7 10.8 5.5 △61.7 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年 8 月期） 

5,243 1,061 1,188 333 

 



 

２．修正の理由 

 開発業務の遅れや期ずれの発生により開発売上は計画を下回る見込みですが、ゲームソフト開発事

業とモバイル・インターネット開発事業のロイヤリティ売上が計画を大幅に上回る見込みであること

から、全体の売上高は計画を連結で 3.5％下回り、単体で 2.7％上回る見込みです。 

一方で、原価が伴わないロイヤリティ売上の増加により、全体の営業利益は連結も単体も共に計画

を 10.8％上回る見込みです。しなしながら、世界的な金融市場の低迷により営業外収益が未達となる

見込みから、経常利益は計画を連結で 1.7％、単体で 5.5％のみ上回る見込みです。 

また、累積の債務を抱える子会社２社に関する当社の出資金等の評価を見直すことにより、単体で

特別損失を 1億 37 百万円計上した上に、繰延税金資産の回収可能性の判断において、将来の課税所得

金の見積額を見直し、評価性引当金の額を計上したことに伴い、法人税等調整額は連結で 53 百万円、

単体で 1億 98 百万円増加したことから、当期純利益は計画を連結で 8.1％下回り、単体で 61.7％下回

る見込みです。 

 

３．特別損失の計上について 

 オンラインゲームのサービス開始が遅れた子会社東星軟件（上海）有限公司やニンテンドーＤＳや

Ｗｉｉに関するネットワークを活用した事業の進展が遅れた子会社株式会社フォネックス・コミュニ

ケーションズにおいて、累積の債務が発生し、かつ、短期的な業績回復による財務改善が見込み難い

ことから、特別損失として子会社出資金評価損 69 百万円及び子会社株式評価損 68 百万円を単体にお

いて計上いたしました。 

 

 
※なお、本資料に記述されている予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作

成したものであり、リスクおよび不確実性を包含しております。実際の業績は、今後様々な要因によ

り異なる結果となる可能性があります。 

 
以  上 


